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室 長 棚林 清 

 

概 要 

平成 27 年度より山本明彦および倉文明がバイオセー

フティ管理室に主任研究官（再任用）として勤務するこ

ととなった。 

感染研全体の病原体等の安全な取り扱いに関する管理

業務 (BSL2 実験室安全キャビネット定期点検プログラ

ム等の立案と実施、病原体等の取扱い者の健康管理や血

清保存等) 、また、病原体等の取扱届・申請や受入・分

与等に関わる業務、および共同利用施設である BSL3 実

験室等の管理・運営を担っている。病原体等の安全管理

に関わるバイオセーフティ・バイオセキュリティについ

ての研究および教育・訓練･研修並びに情報収集・提供を

行っている。 

病原体等取扱者への教育訓練として、新規に取扱う者

に対しては年間スケジュールに従い 2 ヶ月毎にバイオリ

スク管理講習会を実施した。講義に加えてグローブ・マ

スク等の個人防護具の着脱方法や手洗い方法についての

デモンストレーションと実技を実施した。本年は、所内

病原体取扱者全員を対象とした講習会を実施した。 ま

た、感染症法における特定二種病原体等取扱者および家

畜伝染病病原体取扱者を対象とした解説および病原体管

理に関する講習会を実施した。新規の BSL3 実験室利用

者への利用者講習を随時実施した。 

戸山庁舎、村山庁舎高度封じ込め施設、6 号棟、9 号

棟およびハンセン病研究センター第二研究棟 BSL3、

ABSL3 実験室及び BSL4 実験室の日常の維持管理およ

び施設整備の年次総合点検を実施した。BSL4 実験室を

備える村山庁舎高度封じ込め施設については、エボラ出

血熱などの一類感染症などの病原体等の確実な検査実施

のために BSL4 実験室の稼働が必要であり、平成 27 年 8

月 7 日付で厚生労働大臣より特定一種病原体等所持施設

として指定された。 

バイオセーフティに関する研究業務としては、エビデ

ンスに基づくバイオリスク管理の強化や国際標準化また、

ヒヤリハット事例のデータベース構築に関する研究、バ

イオハザード対策用の防護服関する研究、病原体等の一

括管理システムの研究、ウイルスを用いた薬剤不活性化

効果に関する研究、抗酸菌に関する研究等を行った。 

厚生労働省は、感染症発生動向調査事業等において、

ゆうパックによる検体を送付の際の留意事項を結核感染

症課長通知として発出し、基本的 3 重包装の運搬容器を

さらにジュラルミン等の堅牢な金属容器に入れることお

よび都道府県の衛生主管部が認定する包装責任者を置き

組織として安全対策を導入することとしている。厚生労

働省は本通知の徹底と適切な梱包法の実習を行う研修会

を前年度に続き衛生主管部関係者を対象として開催して

おり、本研修の企画並びに研修での実習指導を担当した。 

感染研へゆうパックで送付される研究材料についても

同等の対応をすることとしており、送付元の機関の包装

責任者の確認をおこなった。さらに、所内においてもバ

イオリスク管理講習会や各種研修会において病原体等の

梱包・輸送について説明をおこない徹底をはかった。 

また、WHO ポリオウイルス根絶計画に関わる研修へ

の参加、米国バイオセーフティ学会総会や日本バイオセ

ーフティ学会等に参加し、研究成果を発表するとともに

バイオリスク管理についての最新情報の収集を行った。 

戸山庁舎、ハンセン病研究センターで開催されている

安全連絡協議会に加え村山庁舎では高度封じ込め施設を

含めた施設運営等のために設立された村山庁舎施設運営

連絡協議会が継続して開催された。村山庁舎においては

協議会委員、関係自治体や住民など多数の関係者の施設

視察や見学が行われ説明案内をおこなった。また、戸山・

村山庁舎で開催された一般公開においてバイオセーフテ

ィに関わる企画に参加した。 

 

業 績 
調査・研究  
I. バイオリスク管理に関する研究 

1. エビデンスに基づくバイオリスク管理と国際標準化

及び事故・ヒヤリハット事例の共有データベース構築 

厚生労働科学研究（新型インフルエンザ等新興・再興感

染症研究事業の研究）で、病原体輸送容器の滅菌操作に

よる劣化の実証実験やヒヤリハット事例を活用した研修、

国際的バイオリスク管理の標準化の検討、標準的実習室

のデザインさらには結核検査におけるバイオリスク管理

の現状調査やポリオ制圧に伴う病原体管理等での国内外
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のヒヤリハト事例の収集とこれの情報をα版共有データ

ベースのプラットフォームへ搭載し掲載内容の検討を行

った。 

［伊木繁雄、棚林清、御手洗聡 (結核研)、藤本秀士(九

州大学大学院)、重松美加 (感染症疫学セ)、安藤秀二(ウ

イルス 1)、清水博之 (ウイルス 2) ］ 

2. 病原体輸送容器の消毒・滅菌処理後の強度に関する検

討  

国内で販売されている病原体輸送容器は再利用が担保

されていないが、その根拠は明確ではない。再利用の場

合、内装容器は安全性を図るため滅菌等の処理が必要と

考えられる。これまで、被検体とした四種類の病原体輸

送容器に対し汎用性の高い除染方法である紫外線照射、

薬液処理（エタノール清拭や次亜塩素酸ナトリウム浸漬）

または高圧蒸気滅菌処理を施したところ、国連基準に則

った強度試験のうちの内圧試験において不合格となるも

のがあったことから、各種容器について複数のロット製

品を用い消毒・滅菌処理を施し、劣化の度合を比較した。 

［伊木繁雄、棚林清、安藤秀二(ウイルス 1)］ 

3. BSL3 実験室空調システムの検証 

村山庁舎 BSL3 実験関連施設の空調制御システムや室

圧安定性などについて総合的に継続観察中である。 

［篠原克明］ 

4. バイオハザード対策専用防護服の防護性能に関する

調査・研究 

バイオハザード対策専用防護服の防護性能や試験方法

や国際規格などについて、継続的に国内外の情報収集（規

格、文献、関連学会、施設訪問など）を行い、その結果

をISO規格の審査やJIS規格の制定に反映している。 医

療現場で用いられるバイオハザード対策専用防護服の高

負荷条件下での性能評価を行っている。[篠原克明] 

5. 高機能防護服の防護性能に関する研究 

特殊環境下（高危険度病原体）で用いられる防護服の

要求性能について検討を行っている。文部科研費（基盤

Ａ）「防護服・PPE のための新規機能・構造材料の創製

および現場活動に即した評価法の確立」（研究代表者：

信州大学 森川英明、研究分担者：篠原克明）。 

[篠原克明] 

6. バイオセキュリティに関する一括管理システムの検

討 

 病原体の登録、保管、輸送、廃棄における一括管理シ

ステムの性能検証並びにフィールド試験と実使用に関す

るアンケート調査など実施している。それらの結果を基

に、一括管理システムの改良を行っている。また、国内

外の関連情報の収集を行い、その都度システムの改良に

反映している。 

［篠原克明］ 

7. 病原体の不活性化方等に関する研究 

(1)FCV(Feline calicivirus)の過酸化水素処理による抵抗

性株作出の試みと処理後分離 FCV の化学製剤感受性変

化について 

 遺伝子多様性を示す FCV を用いて過酸化水素抵抗性

株の作出を試みるもこれを得ることはできなかった。し

かしながらこの処理過程で分離された FCV について

50%エタノールに対する感受性が顕著に向上し、短時間

で不活性化されることが認められた。現在この処理条件

とエタノール感受性変化の相関について検証している。 

［髙木弘隆］ 

(2)ヒトノロウイルス代替として FCV/MNV(murine 

norovirus)を用いた新規 detergent モデリングの試み 

 タイプの異なる 2 系統の detergent について、検討の

ためのプロトコール開発を行い、うち 1 系統については

検討評価が可能な状況となった。このプロトコールを用

いて検討したところ、FCV、MNV 各々で detergent に

対する感受性に顕著な差が認められた。今後構造活性相

関などの解析を目指す。［髙木弘隆］（花王株式会社と

の共同研究) 

(3) Bartonella henselae を起因とする猫ひっかき病感染後

検査における ELISA 転用への試み 

 近年の猫ブームにより猫ひっかき病を疑う症例が増加

傾向にあるが、疾患及び検査法の認識は浸透しておらず、

猫が病気にならないため獣医における認識も高くはない。

また現在検査手法については感染細胞を用いた IF 抗体

検査を実施するが、医療機関ではかなり困難である。マ

イナーな疾患ゆえに検査手法の改良が行き届いていない

ため、菌体固相化による抗体 ELISA へ転用すべく検討

を開始した。 

 ［髙木弘隆、久保田眞由美、佐々木裕子（細菌 2 部）］  

8. 国立感染症研究所におけるバイオリスク管理講習の

評価 

新規入所者対象に 2 カ月ごとに行われるバイオリスク

管理講習会の評価書を作成し、受講者に対し単元別に講

習会内容の評価を求めた。その結果をグラフ化して各講

師に配布し、今後の講義の仕方についての検討材料とし

た。研修業務 Ｉ．バイオリスク管理講習会の表 2 の内

容で講義を行った。 

［伊木繁雄、棚林 清、高木弘隆、原田俊彦、山崎利雄、

篠原克明］ 

II. 抗酸菌に関する研究

1. 結核ブースターワクチンの遅延型過敏反応（DTH）に
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よる最適化の検討 

 ヒト細胞でのin vitroのサイトカイン産生実験を参考

にして、マウスを用いて混合比の最適化のための実験を

行った。その結果、MDP1 免疫による強い DTH は認められた一

方、G9.1によるDTH増強作用、各混合比にDTHの有意差は認め

られなかった。これは、足蹠反応がMDP1単独免疫で生じる反応

の最大値程度であったことが考えられる。in vitro での実験

で求められた MDP1 と G9.1 の相乗作用を示す混合比の幅が広

く、さらにそのサイトカイン産生作用に有意差が出ないと

いうことから、その比を用いたマウスでも DTH に有意差

は得られなかったと考えられる。また、これには BCG に

よるプライミングを行わなかったことも考慮する必要が

あると考えられる。 

[山崎利雄、山本三郎；前山順一（血液・安全性研究部）、

網康至（動物管理室）、伊保澄子（福井大）、松本壮吉

（新潟大）] 

2. 結核ブースターワクチンのモルモットでの遅延型過

敏反応（DTH）による最適化の検討 

 結核抗原 MDP1 とアジュバントとして G9.1 を用いたワ

クチン候補の最適化のため、抗原アジュバントの比や免

疫条件をモルモットで検討した。抗原アジュバントの混

合比は、MDP1 と G9.1 のモル比等を検討したところ、免

疫期間が短期間でも DTH が観察され、さらに免疫期間を

長く取った場合、モル比の約 1：3、1：1 で、目標であっ

た 10mm 以上の DTH が MDP1 および PPD に対して認められ

た。 

[山崎利雄、山本三郎；前山順一（血液・安全性研究部）、

網康至（動物管理室）、伊保澄子（福井大）、松本壮吉

（新潟大）] 

3. BCG ワクチンを免疫したモルモットでの結核菌感染時

の免疫細胞動態 

BCG免疫、非免疫モルモットのレジデント肺胞マクロフ

ァージ、肺組織マクロファージならびに腹腔マクロファ

ージの分離方法を確立できた。肺胞マクロファージ、肺

組織マクロファージならびに腹腔マクロファージの細胞

表面抗原の発現をFlow cytometerで分析し各々の特徴を

明らかにした。その結果、肺胞マクロファージと肺組織

マクロファージは腹腔マクロファージに比べ抗原提示能

が低いことが示唆された。 

 結核菌感染後の肺胞マクロファージ、肺組織マクロフ

ァージ、腹腔マクロファージ細胞表面抗原の変動ならび

に血液、脾臓、肺のリンパ球中の CD4, CD8, B cell の比

率の変動については現在得られたデータを詳細に解析中

である。 

[山崎利雄、山本十糸子、山本三郎；前山順一（血液・安

全性研究部）、] 

 

 

国際協力関係業務 
1. ベトナム国高危険度病原体に係るバイオセーフティ

並びに実験室診断能力の向上と連携強化プロジェクト 

ベトナム国におけるバイオセーフティ並びに実験室診

断能力強化と連携強化プロジェクト（第 10 年度）に短

期専門家として参加し、ベトナム国の主要研究機関並び

に主要地方検査機関のバイオセーフティ担当者に対して

バイオセーフティマネージメントの教育、指導、並びに

各実験施設の性能検証と運転計画、メンテナンス計画の

作成や技術指導を継続して行っている。本邦研修として、

ベトナムのハノイ、ホーチミン、ニャチャンおよびタイ

グエンからの、バイオセーフティ、BSL-3 実験室維持管

理や病原体研究に関わる研修生 4 名を受け入れた。 

[篠原克明、伊木繁雄、山崎利雄、棚林清］ 

2. フィリッピン国におけるバイオハザード対策施設に

設置に関する調査 

JICA 国際技術協力の一環として、フィリピン国 国

立熱帯医学研究所における BSL-3 検査室整備（エボラ対

策）に係わる調査に参加し、当該検査室の基本構成案な

どを作成した。 

[篠原克明]  

3. コンゴ民主共和国「国立生物医学研究所拡充計画」プ

ロジェクト 

 JICA国際技術協力の一環として、コンゴ民主共和国（コ

ンゴ民国）における実験室診断能力強化を目的としたプ

ロジェクトに短期専門家として参加し、コンゴ民国の主

要研究機関である国立生物医学研究所の現状調査と新設

する実験室の基本設計と運転計画、メンテナンス計画な

どについて検討を行っている。 [篠原克明]  

4. ワクチン予防可能疾病の実験室ネットワークとポリ

オウイルスバイオリスク管理研修への参加 

WPRO（マニラ）にて開催された FIFTH MEETING 

ON VACCINE-PREVENTABLE DISEASES 

LABORATORY NETWORKS AND POLIOVIRUS 

BIORISK MANAGEMENT TRAINING IN THE 

WESTERN PACIFIC REGION に参加し、ポリオサーベ

イランスで得られたデータの管理と報告及び使用につい

て議論した。また WHO Global Action Plan Ⅲ(GAPⅢ)

施行に際し必要となるバイオリスク管理トレーニングを

受講し、様々な状況におけるバイオリスク管理の考え方

や対応方法について議論した。また、GAPⅢ施行時に生

じ得る問題点や考えられる解決案について提言した。 
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［伊木繁雄、清水博之(ウイルス 2)］ 

 

 

研修業務   
Ｉ．バイオリスク管理講習会 

1. 新規者・継続者を対象としたバイオリスク管理講習会 

新規者を対象として 2 ヶ月に一度、計 6 回実施し 121

名の受講者があった(表 1)。森川茂獣医科学部長（バイオ

リスク管理委員長）から、バイオリスク管理の考え方に

ついて講演した。管理室長は安全管理規程等の規則につ

いて、管理室研究官がバイオセーフティの実践について

の講義を行った(表 2)。また、個人防護具（PPE）の脱

着の仕方および手洗い方法についてデモンストレーショ

ンと実習を実施した。また、外国人を対象としたバイオ

リスク管理講習会は随時行い、9 回開催し 22 名の受講者

があった(表 3)。継続して病原体等の取り扱いを行う者を

対象の講習は 2 年毎に実施しており、27 年度は表１に示

すように 620 名が受講した。病原体等の取り扱いで注意

すべき点及び規則や手続き、さらに話題の感染症として

MERS感染症についてウイルス 3部松山室長の講演が行

われた。 

表 1 平成 27 年度新規・継続取扱者対象講習会受講者数 

  

  

表 2 バイオリスク管理講習会内容、講師 

講演内容 講師 

基本的なバイオリスクの考え方 
森川茂(獣医科学

部) 

病原体安全管理規程及び規則等、

実験室安全管理の実際 
棚林清 

組換え DNA 実験のすすめ方の基

本 
俣野哲朗(エイズ

研究センター) 

リスク評価 篠原克明 

バイオセーフティの実践 
(病原体等安全取扱の基本) 

山崎利雄 

PPE 
(デモンストレーション) 他 

伊木、原田、山崎

バイオセーフティの実践 
(安全キャビネットの使い方) 

伊木繁雄 

バイオセーフティの実践 
(病原体等の輸送について) 

原田俊彦 

バイオセーフティの実践 
(消毒・不活性化の実践) 

高木弘隆 

 

表 3 平成 27 年度 外国人対象講習会受講者数 

実施日 受講者数 

4 月 28 日 5 

5 月 22 日 2 

7 月 1 日 1 

7 月 17 日 2 

8 月 19 日 4 

9 月 28 日 2 

10 月 9 日 1 

12 月 7 日 2 

1 月 20 日 3 

計 22 

 

2. 二種病原体等取扱者講習会 

二種病原体等取扱者を対象として特定病原体等の取扱

いに関する規則や病原の特徴、運搬方法および立入検査

の内容について講習会を実施した（5 月 25 日）。 

［棚林 清］ 

3. 特別管理区域講習会 

 戸山庁舎（7 月 8 日）、村山庁舎（9 月 9 日）およびハ

ンセン病研究センター（10 月 22 日）の保守・警備担当

者を対象にして講習会を実施した。 

［棚林清］ 

4. 家畜伝染病病原体取扱者講習会 

家畜伝染病病原体取扱者を対象に家畜伝染病予防法及

び病原体の所持規制等に関する講習会を 3 月 11 日およ

び 14、16、18 日に戸山・村山庁舎にて実施した。 

［棚林 清］ 

 

II. 各種研修講義・実習 

 感染研が受け入れている研修生等に対し、バイオセー

実施月日 新規受講者数 継続受講者数

4 月 6 日 39 0 

5 月 12 日 0 269 

5 月 13 日 0 30 

5 月 14 日 0 175 

5 月 27 日 0 131 

6 月 8 日 36 4 

6 月 19 日 0 9 

8 月 3 日 16 2 

10 月 16 日 6  0 

12 月 10 日 9  0 

2 月 3 日 15 0 

計  121 620 
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フティについての講義・実習を行った。 

1. ポリオ国際研修（JICA Training Course） 

WHO 作製の DVD を用いたバイオセーフティトレー

ニング、生物学用安全キャビネットの正しい使用方法及

び病原体輸送についての実習指導を行った。 

［伊木繁雄、清水博之(ウイルス 2)］ 

2． エイズ国際研修（JICA Training Course：Laboratory 

Techniques for Diagnosis and Monitoring of HIV 

Infection） 

8 カ国 10 名（ボツワナ、ケニア、ミャンマー、南アフ

リカ、スリランカ、タイ）の研修生に対し、バイオセー

フティ・バイオセキュリティについての基本の講義及び

生物学用安全キャビネットの適正な使用方法についての

実習指導を行った。 

［伊木繁雄、村上務(エイズ)、棚林 清］ 

3. 感染症診断技術研修（細菌コース）その他の研修 

 都道府県地方衛生研究所職員 24 名に対し、バイオセ

ーフティ・バイオセキュリティについての講義と安全キ

ャビネットの使い方及び病原体輸送に関する実技指導を

行った。その他、感染研で実施される短期の研修におい

てバイオリスク管理についての講習を行った。［伊木繁雄、

棚林 清］ 

 

III. 所外機関等の研修 

1. 感染症発生動向調査においてゆうパックにより検体

を送付するための都道府県衛生所管部を対象とした研修

会（厚生労働省主催）において、病原体等の輸送時の梱

包や表示等についての実技指導を行った（計 4 回）。 

［伊木繁雄、棚林清］ 

2. 特定病原体等の運搬に関する講習会（厚生労働省主

催）において、病原体等の輸送時の梱包についての講義

および緊急時対応の実習指導を行った。 

［伊木繁雄、棚林 清］ 

3．大阪市立大学バイオセーフティ委員会に出席し、病

原体等安全管理要綱、病原体等安全管理区域運営規則、

その他管理要領の内容及びバイオリスク管理技術に関す

る助言を行った。 

［伊木繁雄］ 

 

安全管理、教育および情報提供等に関する業務 
I. BSL3、4 実験室の管理・運営および利用状況 

BSL3、４実験室の一元的な管理・運営を行った。戸

山庁舎においては棚林清、山崎利雄、原田俊彦、篠原克

明倉文明および非常勤職員 2 名が担当した。村山庁舎に

おいては、伊木繁雄、高木弘隆、山本明彦および非常勤

職員 2 名が担当した。ハンセン病研究センターにおいて

は向井徹（併任）および非常勤職員 2 名が担当した。引

き続き、各庁舎実験室の日常の管理・運営、実験室関連

設備の点検、施設管理技術者との作業調整と監督、施設

の定期総合点検の計画立案と実施および実験室利用者に

対する講習等の教育指導等を行った。また、施設技術者

警備担当者に対する講習並びに施設入室者に対する講習

指導を行った。 

 

II. バイオセーフティ教育と情報提供 

バイオセーフティ教育の一環として、行政機関、大学、

JICA 研修生、その他でバイオセーフティに関わる業務

関係者等を対象とした講義を行った。 

希少感染症診断技術研修会において、病原体輸送に関

する講義を行った。新規採用者研修会、地方衛生研究所

職員研修等で、バイオセーフティ関係の講義を行なった。 

外部機関から病原体等安全管理規程等の問い合わせ、

分与依頼、病原体のバイオセーフティレベル分類や実験

施設・設備、BSL2,BSL3 の管理運営法、病原体の消毒

方法およびバイオリスク管理等についての問い合わせが

寄せられ、これらの問い合わせについて情報提供を行っ

た。 

厚生労働省、人事院、財務省、大学生、高校生、外国

人などの施設見学者に対して説明およびバイオセーフテ

ィについての解説を行った。 

［高木弘隆、篠原克明、山崎利雄、伊木繁雄、原田俊彦、

棚林清］ 

 

III. 研究所一般公開 

 研究所の一般公開 (戸山庁舎: 平成 27 年 10 月 4 日, 村

山庁舎: 平成 27 年 12 月 19 日) が開催され、バイオセー

フティラボ体験と手洗い実習の二つの企画を実施した。

戸山庁舎でのラボ体験では、バイオセーフティについて

の説明、PPE の試着及び脱ぎ方の説明、実機を用いた安

全キャビネットの機能説明、簡易グローブボックスでの

模擬検査の体験、及びオートクレーブ及び P4 実験室模

型の展示などを行った。企画内容は昨年度と同様である

が、室内レイアウトや運営を変更して来場者がスムーズ

に流れる様に改良した。食堂前では手洗い実習を行い、

自分の手洗いが十分できているかどうかを来場者に確認

していただいた。今年度より村山庁舎でも開催され、戸

山と同じくラボ体験と手洗い実習の二つの企画を実施し

た。ラボ体験はスペースの関係上、安全キャビネットの

設置はできなかったが、大人の来場者にはバイオセーフ

ティについて理解していただき、小さな子供には PPE を
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着てピペット操作に挑戦し楽しんでいただけた。両庁舎

とも多くの方に来場いただき、バイオセーフティの実際

を体験していただくことができた。 

［原田俊彦、伊木繁雄、髙木弘隆、山﨑利雄、倉文明、

山本明彦、篠原克明、棚林清、広報委員会］ 

 

IV. 管理データベースシステムの改良とホームページ

管理 

BSL3、特定 BSL2 病原体等及び監視伝染病病原体所持

規制に係る対象病原体等とその取扱者、取扱実験室の相

互関係を明示できるデータベースシステムの構築を行い、

運営している。さらに各部で保有している病原体等の情

報を関連付けたことでより多角的に管理できるシステム

へと発展させた。また、ホームページ管理では、各種情

報のリニューアル、アップデートした内容をよりわかり

やすく掲載する作業を行い、特に取扱い病原体等の

BSL/ABSL 分類と応急措置法に関するページを検索・閲

覧が容易になるよう一新し、さらに取扱いがあるが記載

がなかったものを追加し、情報の拡充を図った。 

［中西三季、原田俊彦、棚林清］ 

 

V.  包装責任者、病原体等輸送品のチェック業務 

感染研へゆうパックを用いて発送される病原体等の発

送元の梱包担当者へ遵守事項等の確認を依頼し、確認の

済んだ者を感染研への梱包責任者とした。また、感染研

から発送される病原体等の輸送品が、適切に梱包されて

いるかチェックシート等を用いた確認業務を行った。 

［高木弘隆、伊木繁雄、原田俊彦、山崎利雄、篠原克明、

棚林 清］ 
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